
声 明 

 

宮武博議長においては、平成２９年５月１８日の岡山市議会５月臨時会にお

いて議長不信任決議が賛成多数で可決されたにも関わらず、辞職願を提出する

こともなく、依然として議長職に留まっているという異常事態が続いています。 

議長自らが議会の議決を無視することは、岡山市議会の権威を失墜させると

共に、岡山市議会の他の全ての議決、予算や条例などの議決の価値をおとしめ

ます。議会制民主主義のあり方を否定することに繋がり、市民の信頼を損ない

ます。 

議会の議決を尊重しない議長のもとでは、岡山市議会の正常な議会運営は到

底、困難です。 

日本共産党岡山市議団は、議会の正常化と信頼の回復に向けて、宮武博氏の

議長辞職を引き続き強く求めます。 
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